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★★★ □ (1) 気体Aの性質としてあてはまるものはどれか。

①　水に溶けやすい。　　②　空気のおよそ5分の1を占める。　　　③　石灰水を白く濁らせる。

④　プールの消毒に利用されるなど殺菌作用がある。　　⑤ものを燃やすはたらきがある。

⑥　火をつけると爆発して燃える。

★★★ □ (2)

★★★ □ (3) 気体Ｃについて正しい発生方法を、次のア～エから選び、記号で答えなさい。

　ア　亜鉛にうすい塩酸を加える

　イ　石灰石にうすい塩酸を加える

　ウ　塩化アンモニウムに水酸化カルシウムを加えて加熱する

　エ　過酸化水素水に少量の二酸化マンガンを加える

★★★ □ (4)

★★ □ (5)

★★ □ (6)

★★★ □ (7)

★★★★ □ (8) Ａ～Ｅの気体の中で、単体である気体はどれか。すべて選び、記号で答えよ。

★★★ □ (9) 乾燥した空気の組成を体積比で表すと、「窒素：酸素」はどうなるか。簡単な整数比で答えよ。

★★★ □ (10)

　ア  ①　にくい　　②　やすい　　③　軽い　　④　重い

　イ  ①　やすい　　②　にくい　　③　軽い　　④　重い

　ウ　①　にくい　　②　やすい　　③　重い　　④　軽い

　エ　①　やすい　　②　にくい　　③　重い　　④　軽い

気体Ａ～Ｅに水でしめらせた青色リトマス紙を近づけると、色が変化したものがあります。その気体の
化学式を2つ答えなさい。

　下の文は、気体の集め方の説明である。①～④に当てはまる言葉の組み合わせとして適するものは
どれか。次のア～エから1つ選び、記号で答えなさい。

　気体を集める方法はその気体の性質によって異なる。水にとけ（　①　）気体は水上置換法を用いる。一
方、水にとけ（　②　）気体は水上置換法を用いることができない。気体が水にとけ（②）場合、集める気体が
空気より軽いか、重いかによって集める方法が異なる。気体が空気より（　③　）ならば下方置換法、空気よ
り（　④　）ならば上方置換法を用いる。

次の表は5種類の気体Ａ～Ｅの性質を示しています。Ａ～Ｅは、酸素、二酸化炭素、アンモニア、水素、
塩素のいずれかです。あとの問いに答えなさい。

Bの気体を発生させるためには、水酸化ナトリウムまたは水酸化カルシウムとある物質の混合物に水
を加える。ある物質とは何か。物質名を答えよ。

貝がらにうすい塩酸を加えると、貝殻と塩酸とが反応して気体Dが生じた。このことから、この貝殻に含
まれていると考えられる原子は何か。原子の名前で答えよ。

Ｅの気体は、黄緑色をした気体で、漂白作用や殺菌作用がある気体である。その気体名を答えなさい。

ほかの物質の燃焼を助ける気体はどれですか。Ａ～Ｅから選び、記号で答えなさい。また、その気体の
化学式を答えなさい。

目標時間

30分2.気体の発生と性質

単元2 物質のすがた

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

1

空気の重さを1と
したときの重さ

水への溶けやすさ におい

Ａ 0.07 溶けにくい ない
Ｂ 0.6 非常に溶けやすい 刺激臭
Ｃ 1.1 溶けにくい ない
Ｄ 1.5 少し溶ける ない
Ｅ 2.5 溶けやすい 刺激臭

合計日付
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★★★ □ (11)

塩酸に石灰石に加えたときの変化を調べた。

(実験1)

(実験2)　次の（a)～（c)の手順で実験を行った。

★★★ □ （1）　実験1において、発生した気体の化学式を書きなさい。

★★ □

　　Ｘ　水にとけにくく、火のついた線香を入れると激しく燃える。

　　Ｙ　空気より重く、石灰水を入れてよく振ると白く濁る。

　　Ｚ　水に非常にとけやすく、水溶液はアルカリ性を示す。

　　ア　Ｘ、Ｐ　　　イ　Ｙ，Ｑ　　　ウ　Ｚ、Ｒ　　　

　　エ　Ｙ、Ｒ　　　オ　Ｘ、Ｒ　　　カ　Ｚ、Ｐ

うすい塩酸と反応して、気体Aが発生するものがある。その物質名を一つ書きなさい。ただし亜鉛以外
のものとする。

　図1のように、塩酸20.0　　　を入れた三角フラスコに石灰石の粉末1.0ｇを入れ、発生した気体を集めた。図
1は、発生した気体を試験管に集める装置である。ただし、Ａの部分は省略してある。

（a) 塩酸20.0　　　を入れたビーカーを用意し、ビーカー全体質量を電子てんびんで測定したところ、128.0ｇ
　　であった。
（ｂ）　図2のように、このビーカーを電子てんびんにのせたまま、ビーカーの中に石灰石の粉末0.5ｇを入れ
　　　て、よく、混ぜた。じゅうぶんに時間が経過した後、ビーカー全体の質量を測定した。

（2）　実験1において、発生した気体の性質は、下のＸ～Ｚのうちどれか。また、図1のＡに入る、その気体の
　　適切な集め方はＰ～Ｒのうちどれか。Ｘ～ＺとＰ～Ｒの組み合わせとして適切なものをア～カから1つ選ん
　　で、その記号を書きなさい。

（ｃ）　さらに、このビーカーに石灰石の粉末を1回につき0.5ｇずつ加え、じゅうぶんに時間が経過した後、ビー
　　カー全体の質量を測定する操作を繰り返した。この操作を、加えた石灰石の質量の合計が8.5ｇになるま
　　で行った。

（1） （3） （4） （6）

（10）

　窒素：酸素＝　　　　　：

（11）

（7） （8） （9）

（2） （5）
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★★★ □ ①　塩酸20.0　　　と反応する石灰石の限度は何ｇか。グラフから求めなさい。

★★★★ □

　　ア　発生した気体の種類が変わったから。

　　イ　発生した気体のほとんどがビーカーの中の水溶液にとけるようになったから。

　　ウ　塩酸がすべて反応したから。

　　エ　残った塩酸が反応しなくなったから。

★★★★★ □

（3）　実験2において測定したビーカーの全体の質量と加えた石灰石の質量の合計の関係をグラフに表す
　　　と、図2のように点Ｍで折れ曲がった。

②　加えた石灰石の質量の合計が点Ｍでの値をこえたとき、グラフが折れ曲がった理由として適切なもの
　　を、次のア～エから一つ選んで記号で書きなさい。

（4）　実験2で用いたのと同じ石灰石の粉末10.0ｇを、実験2と同じ濃度の塩酸で、すべてとかすことにした。
　　塩酸は少なくとも何　　　必要か。四捨五入して整数で求めなさい。
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